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○建設産業は今後10年間で高齢等のため、技能労働者約340万人のうち、約1/3の
離職が予想され、労働力不足の懸念が大きい。

○改善の余地が大きい土工について、測量・施工・検査等の全ﾌﾟﾛｾｽでICTを活用し、
大幅に生産性を向上。

○公共測量ﾏﾆｭｱﾙや監督・検査基準などの15の新基準、ICT建機のﾘｰｽ料を含む新積
算基準を策定し、平成28年度より国が行う大規模な土工については、原則として
ICTを全面的に適用。

○1人あたりの生産性の約5割向上を目指すとともに、「賃金水準の向上」、「安定
した休暇の取得」、「安全な現場」、「女性や高齢者等の活躍」など、建設現場
の働き方革命を実現。

社会のベース

未来型

産業別
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○市場で評価される既存住宅にする、既存住宅でも安心という評価に変える。
○消費者に既存住宅の魅力を効果的に訴求する取り組みを行う。
○住生活産業を成長させ、商品力に磨きをかける。

社会のベース

未来型

産業別

○既存住宅取引数と住宅リフォーム市場規模が伸び悩み、既存住宅活用型市場への転換が求められている
○・既存住宅のイメージ ：住宅の質そのものがよくない、見た目もよくない
・既存住宅の広告手法：消費者に効果的に訴求するPR方法になっていない

＜背景・課題＞

内外装リフォーム内外装リフォーム

瑕疵担保保険瑕疵担保保険

これからの既存住宅今までの既存住宅

既存住宅紹介webサイト（イメージ）

既存住宅流通の
市場規模

4兆円（平成25年）

8兆円（平成37年）

リフォームの
市場規模

7兆円（平成25年）

12兆円（平成37年）

＜数値目標＞

○子育て世帯・高齢者世帯など幅広い世帯の
ニーズに応える住生活関連の新たなビジネス
市場（IoT住宅等）の創出・拡大を促進 遠隔健康相談見守り

+4兆円

+5兆円
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○船舶の開発・建造から運航に至る全てのフェーズで、ICTを取り入れ、造船業の
生産性を50％向上させ、運航では省エネ・故障ゼロを目指す「i-Shipping」を推進。

○日本造船の世界シェアを20％から30％に上昇させ、GDPの拡大、地域経済と雇用に
貢献する。

社会のベース

未来型

産業別

3次元設計 自動化ロボット
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○近年の我が国の物流は、トラック積載率が４１％に低下するなど様々な非効率が
発生。生産性を向上させ、将来の労働力不足を克服し、経済成長に貢献していく
ことが必要。

○そのため、①荷主協調のトラック業務改革、自動隊列走行の早期実現など「成長
加速物流」、②受け取りやすい宅配便など「暮らし向上物流」を推進。物流事業
の労働生産性を２割程度向上させることを案に目標を検討。

社会のベース

未来型

産業別


